
1 

Ⅰ 計画の環境像と施策の体系 

１. 目指すべき環境像 

本市は、南に阿星山、北に岩根山の緑豊かな山並みがあり、中央部に野洲川が流れています。

川沿いに広がる農地では、その豊かな水を利用して稲作を中心とする農業が古くから営まれてお

り、うつくしい農村景観を形成しています。こうした市の基盤となる多様な自然環境が、先人た

ちによって大切に育まれ、受け継がれています。 

また、本市は旧東海道の宿場町として栄え、豊かな文化が育まれてきたことから、旧東海道沿

いの往時を偲ぶ歴史資源や湖南三山などの社寺仏閣、焼き物や藍染めなどの伝統工芸、伝統行事・

風習など様々な歴史文化資源が今も各地で引き継がれ、守られています。 

こうした自然や歴史などを市民や事業者だけでなく、小中学校や地域組織、環境関連団体など

多様な主体が守り育んでおり、これからも先人たちから受け継がれてきた「野洲川」「山並み」

「歴史」などうつくしい地域の宝たちを、市民の誇りとして守り、育み、将来に受け継いでいく

必要があります。 

 

以上のことを踏まえて、湖南市の目指すべき環境像を次のように設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環 境 像 

野 洲 川 の 清 流   山 々 の 景 色 

歴 史 が 育 む う つ く し 湖 南 
 

野洲川の清流や山々の景色、歴史など様々な本市の宝（資源）に愛着を持ち、

一人ひとりが大切に守り育むことで、うつくしい湖南の環境を未来の子ども達

へ受け継いでいくことを目指します。 

資料２ 
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２. 環境像実現に向けた施策の体系 

(１) 基本目標 

目指すべき環境像を実現するため、これまでの現状と課題を踏まえ、基本目標を本市にくらす

私たちとの距離感で整理しています。 

具体的には、本市の基盤となる環境「人と自然が共生するまち（自然環境）」、騒音や不法投

棄など身近な範囲での活動に関連する環境「安全・安心にくらせるまち（生活環境）」、歴史文

化や景観、ウツクシマツなどの市のシンボルとなる地域資源に関連する環境「心豊かなくらしと

文化を育むまち（文化景観環境）」、市域を越えて流域や地球規模の活動に関連する環境「低炭

素・循環型のまち（資源循環環境）」、そして全ての分野に関連する「こなんの未来を育む人・

地域づくり（人づくり）」の計５つの基本目標に区分し、具体的な施策を展開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身 近 

広 域 

全ての分野に関連 

人と自然が共生するまち （自然環境） 

南北の山系（阿星・岩根）、里地里山、河川、生物多様性（動植物）  

など 

安全・安心にくらせるまち （生活環境） 

大気、水質、騒音・振動、悪臭、有害化学物質、環境美化 など 

心豊かなくらしと文化を育むまち （文化景観環境） 

公園緑地、水辺環境、歴史・文化財、景観、地域資源 など 

低炭素・循環型のまち （資源循環環境） 

資源循環（廃棄物・エネルギー）、河川を軸として琵琶湖へと連なる流

域のつながり（水循環）、地球温暖化対策          など 

こなんの未来を育む人・地域づくり （人づくり） 

資源循環（廃棄物・エネルギー）、河川を軸として琵琶湖へと連なる流域のつ

ながり（水循環）、地球温暖化対策          など 
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【環境に関する現状】 【基本目標】 

人と自然が共生するまち 

私たちに数々の恵みを与えてくれる森林

や里山、農地などの多様な自然環境と、これ

らの環境に生息する多様な生きものを守り

ます。また、自然とのふれあいを通じて自然

を大切にする心を育むことで人と自然が共

生するまちを目指します。 

安全・安心にくらせるまち 

誰もが環境美化を心がけ、環境公害対策が

自発的に行われることで、公害や不法投棄の

ない美しく安全・安心にくらせるまちを目指

します。 

心豊かなくらしと文化 

を育むまち 

私たちの心を豊かにしてくれる緑や水辺、

地域に残る歴史文化を大切に守り未来につ

なげます。また、ウツクシマツ自生地や東海

道沿いの町並み景観など本市ならではの地

域資源を守り育むことで心豊かなくらしと

文化を育むまちを目指します。 

低炭素・循環型のまち 
食品ロス削減など３Ｒの取組や野洲川を

軸とした琵琶湖流域を意識した取組、また、

地域自然エネルギーなどの活用を通じて市

ならではの低炭素・循環型のまちを目指しま

す。 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ こなんの未来を育む 

人・地域づくり 

市民、事業者、市が協力して環境に関わる

人や地域づくりを進めるとともに、様々な団

体の連携を強化することで、様々な人や地域

が一体となり本市の環境を育むまちを目指

します。 

自然環境 
・三上・田上・信楽県立自然公園やウツクシマツをはじめ貴

重な自然環境が各地に存在。 

・外来生物等の分布域拡大や有害鳥獣による農林産物や生態

系への影響が懸念。 

・昔ながらの農村景観が各地に存在するものの、人口減少に

よる農林業従事者の高齢化や担い手不足が進行。 

・里山保全事業などにより身近な自然が保全されている。 

生活環境 
・公害に関する項目の監視により、大きな公害の発生はない。 

・年間約 14,000kg もの不法投棄の回収を実施（平成 29 年度）。 

・河川愛護活動事業などの実施により、多くの市民が環境美化

活動に参画。 

文化景観環境 
・一部の公園では地域が主体となった維持管理を実施。 

・体験教室の開催や補助金などの支援により市内の多様な歴

史・文化が保存・継承されている。 

・条例の制定や補助金などの支援により東海道沿いの町並み

が保全されている。 

・人口減少・核家族化による空き家・空き地の増加。 

資源循環環境 
・ごみの総収集量は 1.5 万 t 前後で推移しており、その大半

は可燃物。 

・本市は野洲川の中流部に位置しており、下流地域や琵琶湖

の水質への影響が大きい。 

・コナン市民共同発電所設置など太陽光発電の導入やイモ発

電実験など様々な自然エネルギーが活用されている。 

・市域から排出される温室効果ガス排出量は約 70万ｔ-CO2
（平成 27 年度）。 

人づくり 
・アンケート調査では、環境意識を高める取組として環境学

習の実施を挙げる回答者が多い。 

・環境学習として美化活動や「やまのこ」「たんぼのこ」な

どが行われている。 

・まちづくりセンターや協議会においても多様な環境保全活

動が行われている。 

・環境保全協議会に所属する団体が 25団体、淡海エコフォ

スター活動団体が 17 団体。 

自然環境 
○湖南らしい多様な自然環境の保全・再生が必要。 

○外来生物等の分布域把握や管理、鳥獣害対策が必要。 

○担い手の育成や様々な自然の恵みの活用により持続的

な農地などの保全・再生が必要。 

○自然環境保全に関する事業の継続が必要。 

生活環境 
○継続した公害の監視と対策が必要。 

○ごみのポイ捨てや不法投棄をしない・させない環境づ

くりの強化が必要。 

○環境保全活動の継続及び更なる普及が必要。 

【課 題】 

文化景観環境 
○市民と連携した公園の維持管理の強化が必要。 

○湖南市景観計画などの関連計画に基づく地域資源の保

全・活用が必要。 

○湖南市空家等対策計画などの関連計画に基づく空き

家・空き地対策の強化が必要。 

資源循環環境 
○食品ロス削減など３Ｒの取組の強化が必要。 

○下流地域や琵琶湖の水質への影響を緩和するため、流域

を意識した保全活動を進めることが必要。 

○太陽光発電など自然エネルギーの導入や活用、一人ひと

りが省エネルギーを意識し行動することなどにより、市

域から排出される温室効果ガス排出量を抑制することが

必要。 

人づくり 
○教育機関や地域団体と連携した環境学習の継続が必要。 

○環境保全活動に関わる人材の育成や情報共有を図る交

流の場づくりなどを積極的に進めることが必要。 

○個々の取組から輪の取組（様々な団体や企業、学校など

と連携した取組）を進めるための連携強化が必要。 
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(２) 施策の体系 

本計画の環境像実現に向けた施策の体系は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【環境像】 【施 策 の 方 向 性】 【施  策】 

１ 多様な自然環境の保全・再生 
②河川やため池の水辺環境の保全・再生 
 

①阿星山系・岩根山系の森林の保全・再生 
③里地里山の保全と活用 

②野生鳥獣の適正な管理 
 

①貴重な生物の保全 
③外来生物の対策の強化 

①自然にふれあう場の整備と提供 ②自然の恵みの観光振興への活用 

①環境公害などの継続的な監視 ②公害の未然防止 

①ポイ捨て行為やペットに関するマナー
対策の強化 

②ごみの不法投棄と環境美化対策 
の強化 

①まちなかの緑の整備・創出 ②水辺空間の整備・活用 

①歴史遺産の保存推進 ②伝統文化・工芸などの保存・継承 
推進 

①３Ｒの推進 
③地産地消の推進 

②ごみ処理体制の整備 
 

①県や近隣市町と連携した琵琶湖流域 
の保全・再生 

②水の適正な利用促進 

①環境教育の推進 
③環境に関する意識啓発の強化 

②環境学習の推進 
 

①地域組織や環境関連団体の取組推進 ②事業者の取組推進 

①環境関連情報をまとめたサイトの整備 ②様々な活動主体間の連携強化 

①地域自然エネルギーの利用促進 
③省エネルギーの促進 
④地球温暖化緩和策の推進 

②地域自然エネルギーの観光振興への
活用 

⑤地球温暖化適応策の推進 

野 

洲 

川 

の 

清 

流 

山 

々 

の 

景 

色 

歴 

史 

が 

育 

む 

う 

つ 

く 

し 

湖 

南 

２ 生物多様性の保全 

３ 人と自然がふれあう機会の創出 

４ 公害のないまちづくりの推進 

５ 環境美化の推進 

６ 水と緑の保全・創出 

７ 歴史・文化の保存・継承 

８ 地域資源の保全・活用 

14 人と地域を結ぶ体制の構築 

13 環境保全を担う地域づくりの推進 

12 環境保全を担う人づくりの推進 

10 琵琶湖とのつながりを意識した 

流域環境づくり 

９ ごみ減量・リサイクルの推進 

11 地球温暖化対策の推進 

①ウツクシマツ自生地の保全・再生 
③東海道沿いの町並み景観の保全 
⑤地域資源の観光振興への活用 

②農村景観の保全・形成 
④空き家・空き地対策の強化 
 

重 

点 

プ 

ロ 

ジ 

ェ 

ク 

ト 

市
民
・事
業
者
・市
ご
と
の
具
体
的
な
取
組 

【基 本 目 標】 

人と自然が共生するまち 
 

 

安全・安心にくらせるまち 
 

 

心豊かなくらしと文化 

を育むまち 
 

低炭素・循環型のまち 
 

 

こなんの未来を育む 

人・地域づくり 
 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 
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Ⅱ 環境配慮指針 

ここでは、本計画が掲げる環境像、５つの基本目標、14 の施策の方向性の実現に向けて、その

実現を図っていくための指標や施策、市民・事業者の具体的な取組（環境配慮指針）などを示し

ています。 

なお、環境に関する取組は１つの取組が１つの結果をもたらすのではなく、自然環境や資源循

環、地球温暖化対策など様々な環境へ効果をもたらすとともに、経済成長や教育などにも波及し

ます。本計画では、基本方針と持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の持続可能な社会の実現を目指

す視点を踏まえて施策を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ページの見方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標 

施策実現に向けた市の
具体的な取組を記載。 

施策を実施する担
当室課を記載。 

基本目標の進捗状況を
把握するための指標。 

施策の方向性実現に向
けた市民の具体的な取組

を記載。 

施策の方向性実現に向け
た事業者の具体的な取

組を記載。 

 

 

 

 

 

（写真等追加予定） 
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１ 施策の実現に向けた市の取組 

施策の 

方向性 
施 策 市の具体的な取組 担当室課 

１ 

多
様
な
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生 

阿星山系・岩根山系の森林の

保全・再生 

治山事業や森づくり活動などを行い、南北の山系の
保全・再生を図ります。また、マツクイムシなどの病害虫
の防除・駆除に努めます。 

農林保全課 

河川やため池の水辺環境の保

全・再生 

河川愛護活動事業や茶釜川を美しくする会の活動
支援などにより地域と連携して身近な河川やため池な
どの保全・再生を図ります。 

土木建設課 
生活環境課 

里地里山の保全と活用 身近な人工林について、里山保全整備事業や森
林の所有者などに対する情報の提供及び啓発により、
所有する人工林の管理を促します。また、新規就農者
への支援や耕作放棄地対策、環境保全型農業の実
施により農地の荒廃を防ぎ、活用を進めます。 

農林保全課 

２ 

生
物
多
様
性
の
保
全 

貴重な生物の保全 大学や地域住民などと連携して生物多様性の把握
に向けた調査研究に努めます。また、ウツクシマツなどの
天然記念物や希少生物の保全・保護に努めます。 

生活環境課 

野生鳥獣の適正な管理 地域住民と連携したニホンジカ、イノシシ、アライグ
マ、カワウなど野生鳥獣の個体管理により、農林水産
被害の防止に取り組みます。 

農林保全課 

外来生物の対策の強化 ナガエツルノゲイトウなどの外来種対策について、県
や地域住民と連携した駆除、情報発信などを行い、侵
入の未然防止や分布拡大を防ぎます。 

生活環境課 

３ 

人
と
自
然
が
ふ
れ
あ
う 

 
 
 

機
会
の
創
出 

自然にふれあう場の整備と提

供 

農林業体験や身近な自然の観察など自然の大切
さを学ぶことができる機会と場を提供します。また、市民
が自然に安心してふれあえる場の創出に努めます。 

農林保全課 
土木建設課 

自然の恵みの観光振興への活

用 

農林水産物のブランド化の取組を支援するとともに、
地元農林産物を給食や観光施設に用いるなど、市民
や観光客の地域農業等に対する関心を高めます。ま
た、農村環境、自然環境を活かしたイベントや体験な
どを推進します。 

商工観光労政
課 
農林保全課 

 

 

基本目標１ 人と自然が共生するまち 
私たちに数々の恵みを与えてくれる森林や里山、農地などの多様な自然環境と、これらの環境に生息する多

様な生きものを守ります。また、自然とのふれあいを通じて自然を大切にする心を育むことで人と自然が共生するま
ちを目指します。 
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２ 施策の実現に向けた市民・事業者の取組 

施策の 

方向性 
市民の具体的な取組 事業者の具体的な取組 

１ 

多
様
な
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生 

・山林・河川・農地など身近な自然を保全するため、
森づくり活動や河川の美化活動などの環境保全活
動に積極的に参加しましょう。 

・自分が保有する山林や農地は、間伐や植林、耕作
などにより適切に維持管理をしましょう。 

・田畑においては、農薬や化学肥料の使用量を減ら
し、人や生きものにもやさしい環境保全型農業を実
践してみましょう。 

・耕作放棄地を利用して、コスモスや菜の花、レンゲな
どの景観作物を栽培し、荒廃を防ぎましょう。 

・山林・河川・農地など身近な自然を保全するため、
森づくり活動や河川の美化活動などの環境保全活
動に積極的に参加・協力しましょう。 

・開発や工事の実施にあたっては、事前に環境への影
響を把握し対策を行うなど、配慮に努めましょう。 

・田畑においては、農薬や化学肥料の使用量を減ら
し、人や生きものにもやさしい環境保全型農業を実
践してみましょう。 

２ 

生
物
多
様
性
の
保
全 

・生物多様性の意義や重要性を理解しましょう。 
・多様な生きものの生息場所となる山林や農地は、間
伐や植林、耕作などにより適切に維持管理を行いま
しょう。 

・市と連携してイノシシやアライグマの捕獲を行うなど、
野生鳥獣の適正な保護・管理に協力しましょう。 

・貴重な生きものの保護・保全活動や外来種の駆除
活動に積極的に参加しましょう。 

・野生の草花の採取や野生動物の捕獲はむやみに行
わないようにしましょう。 

・ブラックバスやブルーギルなどの外来種の持ち込みや
放流は絶対にしません。 

・生物多様性の意義や重要性を理解しましょう。 
・開発や工事の実施にあたっては、事前に環境への影
響を把握し対策を行うなど、配慮に努めましょう。 

・捕獲したイノシシやシカの獣肉（ジビエ肉）の有効
活用を検討しましょう。 

・貴重な生きものの保護・保全活動や外来種の駆除
活動に積極的に参加・協力しましょう。 

・野生の草花の採取や野生動物の捕獲はむやみに行
わないようにしましょう。 

３ 

人
と
自
然
が
ふ
れ
あ
う 

機
会
の
創
出 

・農林業体験や自然観察会に積極的に参加し、自
然を大切にする心を育みましょう。 

・農村環境、自然環境を活かしたイベントや体験に協
力し、地域活性化を図りましょう。 

・観光農園などを利用して季節の野菜やくだものを味
わいましょう。 

・地元農林産物を積極的に購入し、地域活性化につ
なげましょう。 

・農林業体験や自然観察会に積極的に参加・協力
し、地域活性化を図りましょう。 

・自然とふれあえる場の整備を検討しましょう。 
・地元農林産物の販売や利用を進め、地域活性化
につなげましょう。 

基本目標１に関する指標 

指標 基準値 目標値 担当室課 

森林整備面積（累計）    
鳥獣被害面積    
「自然を体験する活動への参
加」の参加割合 
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１ 施策の実現に向けた市の取組 

施策の 

方向性 
施 策 市の具体的な取組 担当室課 

４ 

公
害
の
な
い
ま
ち
づ
く
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

の
推
進 

環境公害などの継続的な監視 大気、騒音・振動、河川水質、有害化学物質、放
射性物質などについて、県と連携して定期的な測定・
調査を行い、その結果を「広報こなん」や市のホームペ
ージで公表します。 

生活環境課 

公害の未然防止 化学物質や農薬などについて、情報発信などにより
適正な使用・削減をサポートします。 

工場・事業場などに対する関係法令に基づく規制・
指導を徹底します。 

事業者との環境保全協定の締結により、公害の未
然防止に努めます。 

生活環境課 

５ 

環
境
美
化
の
推
進 

ポイ捨て行為やペットに関す

るマナー対策の強化 

ごみのポイ捨て防止やペットマナーに関する情報を
「広報こなん」や市のホームページで公表します。また、
頻繁に犬猫のフンなどが放置されている場所について
は、フンの持ち帰りを促す啓発看板などの設置を検討
します。 

生活環境課 

ごみの不法投棄と環境美化対

策の強化 

ごみの散乱防止や不法投棄に関する啓発を徹底す
るとともに、地域住民や関係機関と協力して監視パト
ロールなどを行い、不法投棄の発生抑制に取り組みま
す。また、河川愛護活動事業などを通じて地域住民と
連携した河川や道路の美化対策の強化を図ります。 

生活環境課 
土木建設課 
農林保全課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標２ 安全・安心にくらせるまち 
誰もが環境美化を心がけ、環境公害対策が自発的に行われることで、公害や不法投棄のない美しく安全・安

心にくらせるまちを目指します。 
 

 

ＴＯＰＩＣ ごみに関するアンケート調査結果 

38.0%

20.7%

26.8%

23.1%

34.0%

10.9%

58.1%

34.7%

1.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

①大気汚染の防止対策

②悪臭の防止対策

③下水道の整備や排水対策

④有害化学物質の適切な管理

⑤緑地の保全、敷地内の緑化

⑥騒音や振動の防止対策

⑦分別、不法投棄やポイ捨ての対策

⑧空き地の適切な管理の推進

⑨その他

平成 30 年（2018 年）に実施
した環境に関するアンケート調査で
は、道路などへのごみのポイ捨てに不
満を持っている回答者が多く、また、
今後重点的に進める生活環境の取
組として、「⑦分別、不法投棄やポ
イ捨ての対策」を挙げる回答者が半
数以上となっています。以上のことか
ら市民がごみ問題に高い関心を持っ
ていることがうかがえます。 

【今後重点的に進める生活環境の環境保全対策】 
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２ 施策の実現に向けた市民・事業者の取組 

施策の 

方向性 
市民の具体的な取組 事業者の具体的な取組 

４ 

公
害
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進 

・家庭排水の適正な処理や農薬などの適正使用、下
水道への接続などにより、河川水質への負荷を軽減
しましょう。 

・公共交通や自転車といった環境への負荷が少ない
交通手段の選択や自動車の適正な使用、野焼き
防止などにより、日常生活に伴う大気への負荷をで
きるだけ軽減しましょう。 

・車を導入する際は、ハイブリッド車や電気自動車など
低公害車の選択を検討しましょう。 

・家庭からの騒音などにより、近所に迷惑をかけないよ
うにしましょう。 

・排水基準をはじめ、大気環境・水質などに関する法
令などの遵守を徹底しましょう。 

・騒音が発生する工事などでは、防音壁を設置するな
ど、騒音防止に努めましょう。 

・事業用車を導入する際は、ハイブリッド車や電気自
動車など低公害車の選択を検討しましょう。 

・環境保全協定を締結し、公害の未然防止に努めま
しょう。 

５ 

環
境
美
化
の
推
進 

・たばこの吸い殻や空き缶、ごみのポイ捨てをしません。 
・飼っているペットを散歩させる時はフンを放置せず、持
ち帰ります。 

・地域の清掃活動や、監視パトロールなどに積極的に
参加しましょう。 

・事業活動で発生した廃棄物は適切に処理しましょ
う。 

・過剰なサービスの見直しや製品の長寿命化を進める
など、廃棄物の発生防止に取り組むことで不法投棄
の抑制に努めましょう。 

・地域の清掃活動や、監視パトロールなどに積極的に
参加・協力しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標２に関する指標 

指標 基準値 目標値 担当室課 

環境保全協定の締結事業所数    
不法投棄回収量    
「道路などにごみが投げ捨てられ
ていない」の満足度 

   

ＴＯＰＩＣ 茶釜川を美しくする会の取組 

茶釜川を美しくする会は、昭和 59 年（1984 年）から自治会や学校、
まちづくり協議会などと連携して野洲川支流の茶釜川で環境保全活動を
行っている団体です。 

活動としては河川の清掃や草刈り、ごみ拾い、水質調査、地域の子ども
を対象とした環境学習などを行っており、継続した活動が地域の環境を守
り、地域住民の環境に関する意識向上へつながっています。 

しかし、ごみのポイ捨てが減らないことや、活動参加者の高齢化、活動へ
の参加者の減少といった課題もみられ、今後はこれらへの対策が重要となっ
ています。 

 

（活動写真等追加予定） 
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１ 施策の実現に向けた市の取組 

施策の 

方向性 
施 策 市の具体的な取組 担当室課 

６ 

水
と
緑
の
保
全
・
創
出 

まちなかの緑の整備・創出 公共施設や街路の緑化を積極的に進めます。ま
た、市民の憩いの場であり災害時の避難地となる公
園・緑地については市民のニーズなどを踏まえ整備を進
めるとともに、既存の公園・緑地についても地域住民と
協働で維持管理を進めます。 

苗木の配布などにより、地域のみどりを増やす取組を
サポートします。 

都市政策課 
土木建設課 
農林保全課 

水辺空間の整備・活用 野洲川親水公園など河川と一体となった公園緑地
の整備・活用を通じて野洲川や自然に親しむ場を提
供します。 

都市政策課 

７ 

歴
史
・
文
化
の 

 
 
 
 

保
存
・
継
承 

歴史遺産の保存推進 指定文化財や伝統的建造物などについて、地域住
民と協働で保存や修理、維持管理を進めます。また、
新たな文化財の指定や登録を検討します。 

生涯学習課 
商工観光労政
課 

伝統文化・工芸などの保存・

継承推進 

地域の伝統文化や伝統工芸の保存と継承に努め
るとともに、市民が文化芸術に親しむ機会の充実を図
ります。 

生涯学習課 
商工観光労政
課 

８ 

地
域
資
源
の
保
全
・
活
用 

ウツクシマツ自生地の保全・

再生 

湖南市天然記念物平松のウツクシマツ自生地保存
活用計画に基づき、地域と協働で幼樹の移植や病害
虫防除などを進め、自生地の保全・再生を図ります。 

商工観光労政
課 

農村景観の保全・形成 湖南市景観計画に基づき、山への眺望や田園風
景を阻害するような建築物・屋外広告物が設置されな
いよう事業者などへの規制・指導を徹底します。 

都市政策課 

東海道沿いの町並み景観の保

全 

湖南市景観計画に基づき、昔ながらの東海道沿い
の名所旧跡や伝統的な街並みの保全を進めます。 

都市政策課 

空き家・空き地対策の強化 湖南市空家等対策計画及び実施計画に基づき、
空き家などの発生抑制と利活用を進めます。 

土木建設課 

地域資源の観光振興への活用 ウツクシマツや里地里山、歴史資源などを活用して、
自然環境や歴史文化を体験し学ぶツーリズムなどを進
めます。また、これらのツーリズムをサポートする観光ボラ
ンティアガイドの育成をサポートします。 

商工観光労政
課 
農林保全課 

基本目標３ 心豊かなくらしと文化を育むまち 
私たちの心を豊かにしてくれる緑や水辺、地域に残る歴史文化を大切に守り未来につなげます。また、ウツクシ

マツ自生地や東海道沿いの町並み景観など本市ならではの地域資源を守り育むことで心豊かなくらしと文化を育
むまちを目指します。 
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２ 施策の実現に向けた市民・事業者の取組 

施策の 

方向性 
市民の具体的な取組 事業者の具体的な取組 

６ 

水
と
緑
の
保
全
・
創
出 

・家の敷地に花や木を植えて、街中のみどりを増やしま
しょう。 

・身近な公園や街路樹について、市と連携して花や木
を植えたり、落ち葉を清掃するなど、緑化活動やみど
りの維持管理に積極的に協力しましょう。 

・野洲川親水公園など水や自然に親しめる場所を積
極的に利用しましょう。 

・河川敷や水辺に花などを植え、みどり豊かな沿道景
観の形成に協力しましょう。 

・建物の敷地や屋上、壁面に花や木を植えて、街中
のみどりを増やしましょう。 

・身近な公園や街路樹について、市や地域住民と連
携して花や木を植えたり、落ち葉を清掃するなど、積
極的に街中の緑化活動やみどりの維持管理に協力
しましょう。 

・河川敷や水辺などの緑化活動に協力しましょう。 

７ 

歴
史
・
文
化
の 

保
存
・
継
承 

・地域の祭事の開催に協力するとともに、関連した行
事には積極的に参加しましょう。 

・伝統工芸会館やたくみの家などの施設を利用して、
職人の技にふれ、地域の歴史や文化に関心を持ちま
しょう。 

・貴重な歴史文化遺産について、市と連携して維持
管理に努めましょう。 

・地域の歴史や文化に関心を持ち、その保存・継承に
参加・協力しましょう。 

・地域の歴史や文化を活かしたまちづくり活動などへ参
加・協力しましょう。 

８ 
地
域
資
源
の
保
全
・
活
用 

・幼樹の移植や下草刈りなどウツクシマツを保全する活
動に積極的に参加しましょう。 

・家を建て替える時は、周辺の街並みと調和のとれた
色やデザインになるよう配慮しましょう。 

・石部宿場の里や歴史民俗資料館などの施設を利
用して、旧東海道の歴史などについて関心を持ちま
しょう。 

・石部宿まつりをはじめとした旧東海道に関するイベン
トや行事に積極的に参加しましょう。 

・市内で行われるツーリズムに積極的に参加・協力し、
地域の自然や歴史について学び、関心や認識を深
めましょう。 

・市内の地域資源を案内する観光ボランティアガイドへ
の参加・協力を検討しましょう。 

・幼樹の移植や下草刈りなどウツクシマツを保全する活
動に積極的に参加・協力しましょう。 

・建物を建てる時は、周辺の街並みと調和のとれた色
やデザインになるよう配慮しましょう。 

・屋外広告物などは、周辺の景観と調和を図りましょ
う。 

・石部宿まつりをはじめとした旧東海道に関するイベン
トや行事に積極的に参加・協力しましょう。 

・市内で行われるツーリズムを企画したり取組に積極
的に参加・協力しましょう。 

・ツーリズムなどに関わる観光ボランティアガイドなどの育
成を検討しましょう。 

基本目標３に関する指標 

指標 基準値 目標値 担当室課 

野洲川親水公園魅力向上プロジェク
トの参加人数 

   

歴史・文化財講座などへの参加人数    
観光ボランティアガイド参加人数    
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１ 施策の実現に向けた市の取組 

施策の 

方向性 
施 策 市の具体的な取組 担当室課 

９ 

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進 

３Ｒの推進 市民や事業者に対して、食品ロス削減や雑がみの
回収など３Ｒの取組普及を図るとともに、３Ｒの取組
を推進する区や団体などをサポートします。 

生活環境課 

ごみ処理体制の整備 ごみの排出量の多い事業所に対して、適正なごみ
処理を行うよう指導や啓発を行います。また、事業者と
の連携強化やごみの回収ルートの見直しなど効率的な
ごみ収集・処理を行う体制構築をに努めます。 

生活環境課 

地産地消の推進 市民や事業者の地産地消の取組をサポートします。
また、市民や観光客に対して地元農林産物や食文化
の情報などを提供し、食の安全性をアピールするととも
に生産地としての価値を高めます。 

商工観光労政
課 
農林保全課 

10 

琵
琶
湖
と
の
つ
な
が
り
を 

 

意
識
し
た
流
域
環
境
づ
く
り 

県や近隣市町と連携した琵琶

湖流域の保全・再生 

 

森林・農地・河川・琵琶湖のつながりの重要性につ
いて情報を提供するとともに、県や近隣市町村と連携
して琵琶湖に流入する河川の清掃などを行い、琵琶湖
につながる流域の生きものや水質の保全・再生に努め
ます。 

生活環境課 
土木建設課 

水の適正な利用促進 

 

節水や雨水活用、適正な農薬使用などに関する情
報を提供し、河川の保全を図ります。 

生活環境課 
農林保全課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標４ 低炭素・循環型のまち 
食品ロス削減など３Ｒの取組や野洲川を軸とした琵琶湖流域を意識した取組、また、地域自然エネル

ギーなどの活用を通じて市ならではの低炭素・循環型のまちを目指します。 
 

 

ＴＯＰＩＣ 森・里・川・湖のつながりについて 

南北の山系や、野洲川などの河川、川沿いに広がる農地
は、本市の基盤となる豊かな自然環境を形成しています。 

豊かな森は、私たちにとって木材などの林産物の供給源で
あると同時に、生きものが生きるのに必要な水や有機物などを
河川や里に供給しています。 

田んぼや水路などの里の水は、カエルやトンボなど多くの生き
ものを育み河川につながり、河川は魚や水生植物などの生息
の場・生態回廊として田んぼや琵琶湖とつながっています。 

本市は琵琶湖に直接つながっているわけではありませんが、
野洲川などの流域を通じて深くつながっており、その豊かな生
態系が私たちに様々な恵みをもたらしています。 

 

しかし、近年はシカ、イノシシなど野生鳥獣による食害や
農林業の担い手不足などにより、森林や里山、農地の荒廃
が進んでいます。また、水路や河川では、ナガエツルノゲイト
ウなどの外来水生植物が侵入したり、河川と水田のつながり
が落差などによって分断され、森・川・里・湖のつながりが失
われつつあります。 

この失われつつあるつなが
りを守るには、どれか一つを守
ればいいのではなく、森・川・
里・湖全てを私たちが協力し
て守っていく必要があります。 
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施策の 

方向性 
施 策 市の具体的な取組 担当室課 

11 

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進 

地域自然エネルギーの利用促

進 

太陽光発電や薪・ペレットストーブなどの導入をサポ
ートすることで、地域でつくった自然エネルギーを地域に
還元する「地域自然エネルギー」の普及を図ります。 

地域エネルギー
室 
生活環境課 

地域自然エネルギーの観光振

興への活用 

コナン市民共同発電所やイモ発電、バイオマスエネ
ルギーを活用した取組を、低炭素・循環型社会を体験
し学ぶツーリズムとして推進できるよう体制を構築し、地
域自然エネルギーに関する意識醸成を図ります。 

商工観光労政課 
地域エ ネ ル ギー
室 
生活環境課 

省エネルギーの促進 エネルギー管理に関する情報や省エネ性能の優れた
製品などについて情報を提供することで、エネルギー利
用に関連する温室効果ガスの排出抑制を図ります。 

地域エネルギー
室 
生活環境課 

地球温暖化緩和策の推進 クールチョイスの取組や日常生活・事業活動で実践
できるエコ行動などについての情報を提供し、地球温暖
化対策に向けた行動の普及に努めます。また、グリーン
カーテンの普及に努めます。 

市の湖南市公共施設地球温暖化対策実行計画
に基づき、率先してグリーン購入やエネルギー効率の良
い設備などへの更新を行うことで、市の公共施設などか
ら排出される温室効果ガスの抑制を図ります。 

地域エネルギー
室 
生活環境課 

地球温暖化適応策の推進 温暖化が進むことによって今後リスクが高まる熱中症
や河川洪水、農業への影響などについて把握し、それ
らに関する情報提供を行うとともに、国や県などと連携
して対策を進めます。 

地域エネルギー
室 
生活環境課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＴＯＰＩＣ 地球温暖化緩和策と適応策について 

地球温暖化対策は、大きく「緩和策」と
「適応策」の 2 つに分けられ、「緩和策」は、
私たち一人ひとりが行動することで温室効果
ガスの排出を抑制（緩和）する対策のこと
をいいます。 

「適応策」は、地球温暖化の影響によるヒ
ートアイランド現象や熱中症、豪雨、土砂災
害など、避けることが困難な現象について、
緑を増やしたり水害対策を行うなどして影響
を軽減する対策のことをいいます。 

温暖化は世界や国だけでなく、私たちのく
らしにも大きな影響を与える可能性があり、
一人ひとりが「緩和策」「適応策」を進める必
要があります。 

●滋賀県の将来の平均気温 

過去 100 年の滋賀
県の平均気温をみる
と、約 1.3℃上昇して
います。また、21 世紀
末（2100 年頃）に
は約 2.9℃も上昇する
と予測されています。 
 

●猛暑日(日最高気温 35℃以上の日)と熱帯夜(日最低気温 25℃以上の日) 

滋賀県の猛暑日は将来増加、秋にも出現する
と予測されています。また、熱帯夜についても、現
状約 11.8 日に対して１か月以上の日数増加が
予測されています。 

【彦根における年平均気温の変化(1894～2015 年)】 

出典：滋賀県における気候変動影響評価等とりまとめ 

将来は 2.9℃ 
も上昇！ 
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２ 施策の実現に向けた市民・事業者の取組 

施策の 

方向性 
市民の具体的な取組 事業者の具体的な取組 

９ 

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進 

・日常生活の中で３Ｒ（排出削減（リデュース）、
再使用（リユース）、再生使用（リサイクル））に
積極的に取り組み、ごみの減量化、資源の有効利
用に取り組みましょう。 

・お菓子などの紙箱やチラシ、プリント類、包装紙など
は、燃えるごみに出さず、雑がみとして古紙回収に出
しましょう。 

・食べられるのに捨てられてしまう食品（食品ロス）の
削減に努めましょう。 

・市の廃食用油回収に協力しましょう。 
・地元産の農林産物の購入・利用に努めましょう。 

・事業活動の中で３Ｒ（排出削減（リデュース）、
再使用（リユース）、再生使用（リサイクル））に
積極的に取り組み、ごみの減量化、資源の有効利
用に取り組みましょう。 

・環境ラベルなどを活用し環境に配慮した製品の購入
（グリーン購入）に努めましょう。 

・食べられるのに捨てられてしまう食品（食品ロス）の
削減に努めましょう。 

・市の廃食用油回収に協力しましょう。 
・地元産の農林産物の購入・利用に努めましょう。 

10 

琵
琶
湖
と
の
つ
な
が
り

を
意
識
し
た
流
域
環
境
づ
く
り 

・河川の生きもの調査や美化活動に参加し、森林・
農地・河川・琵琶湖のつながりの重要性について関
心を持ちましょう。 

・保有する山林や農地を適切に維持管理し、これらの
持つ水源かん養機能の維持・向上に努めましょう。 

・節水や雨水利用など、水資源の有効利用に努めま
しょう。 

・河川の生きもの調査や美化活動に参加・協力し、
森林・農地・河川・琵琶湖のつながりの重要性につ
いて関心を持ちましょう。 

・節水や雨水利用など、水資源の有効利用に努めま
しょう。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標４に関する指標 

指標 基準値 目標値 担当室課 

１人１日あたりのごみ排出量    
日本型直接支払制度 取組組織数    
「再生可能エネルギー機器を設置して
いる」の割合 

   

ＴＯＰＩＣ 雑がみ回収に協力しましょう！ 

お菓子の箱やトイレットペーパーの芯、雑
誌などの雑がみは、トイレットペーパーや段ボ
ールなどの製品を作るための資源として再利
用することができます。しかし、家庭から出る
ごみの内訳を調べてみると、燃えるごみの中
にこれらの雑がみが相当量含まれていてま
す。 

資源として再利用できるように、大きい物
は折りたたんで紐などで縛ったり、小さな物は
紙袋や紙箱の中にまとめて入れるなどして、
古紙・古布回収に出しましょう。 

●雑がみとして回収できるもの 

はがき・封筒（個人情報は塗りつぶす。封
筒のビニールは取り外す）、学校配布のプリ
ント、ノート、使用済みのコピー用紙、メモ用
紙、ティッシュ・お菓子・おもちゃなどの紙箱、カ
レンダー、トイレットペーパーの芯  など 
 
 
●雑がみとして回収できないもの 

食品残渣が付着した紙、使用済みペーパータオル、レシート、シール、写
真、臭いのついている紙箱、障子紙  など 
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施策の 

方向性 
市民の具体的な取組 事業者の具体的な取組 

11 

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進 

・太陽光発電や薪・ペレットストーブなどの地域自然エ
ネルギーや、コージェネレーションシステム、ヒートポンプ
技術など、エネルギー効率の高い設備の導入に努め
ましょう。 

・低炭素・循環型社会を体験し学ぶツーリズムなどに
積極的に参加しましょう。 

・省エネナビやＨＥＭＳ、環境家計簿「みるエコおう
み」などを利用して、家庭内で使用するエネルギーの
見える化を進めましょう。 

・家電を買い替える時は、省エネ性能の優れた製品の
購入に努めましょう。 

・家を建て替える時は、省エネ住宅やＺＥＨ住宅を
検討しましょう。 

・近距離を移動する時は、マイカーの使用を控え、なる
べく徒歩や自転車を利用しましょう。 

・外出時にはコミュニティバス「めぐるくん」など公共交通
機関の利用に努めましょう。 

・エアコンの設定温度に気を付けるなど、エコ行動に努
めましょう。 

・夏場は積極的にゴーヤやアサガオなどを使ってグリーン
カーテンに取り組みましょう。 

・災害に備え、日ごろから防災マップや避難場所の確
認を行うとともに、防災グッズを用意しておきましょう。 

・地域自然エネルギーや、コージェネレーションシステ
ム、ヒートポンプ技術など、エネルギー効率の高い設
備の導入に努めましょう。 

・低炭素・循環型社会を体験し学ぶツーリズムなどに
積極的に協力しましょう。 

・省エネ診断やＢＥＭＳなどを利用して、事業所内
で使用するエネルギーの効率化を進めましょう。 

・設備を買い替える時は、省エネ性能の優れた製品の
購入に努めましょう。 

・建物を建て替える時は、省エネ型やＺＥＢを検討し
ましょう。 

・販売店では省エネ性能の優れた設備などに関する情
報を顧客に提供し、積極的導入を促しましょう。 

・出張の際は、なるべくバスや電車などの公共交通機
関の利用に努めましょう。 

・エアコンの設定温度に気を付けるなど、エコ活動に努
めましょう。 

・夏場は積極的にゴーヤやアサガオなどを使ってグリーン
カーテンに取り組みましょう。 

・温暖化が進むことによって今後リスクが高まる熱中症
などの影響について、自らの事業活動への影響を把
握し、実施可能な対策から実践しましょう。 

 

 

 
ＴＯＰＩＣ 家の断熱化について 

住宅の断熱は省エネ対策にも有効で
す。住宅の断熱で重要なことは、壁面と
比べて開口部（窓）の断熱性能を高め
ることです。 

特に、窓は何も対策を行わない場合、
暖房使用時に 58％の熱が外へ逃げ、冷
房使用時においても外から 73％の熱が
入ってくるため、非効率であることが分かり
ます。 

窓ガラスを複層ガラスにするだけでも大
きな断熱効果が得られ、ヒートショックのリ
スク低減や冷暖房の使用量の抑制にも
つながります。 出典：「家庭の省エネ徹底ガイド春夏秋冬 2017 年度版」（資源エネルギー庁） 

【住宅の断熱をしない場合の熱の移動の様子】 



16 

 

 

 

 

 

 

 

１ 施策の実現に向けた市の取組 

施策の 

方向性 
施 策 市の具体的な取組 担当室課 

12 

環
境
保
全
を
担
う
人
づ
く
り
の
推
進 

環境教育の推進 子どもたちが自然環境や歴史など市の多様な地域
資源について体験し学ぶ機会を積極的に設けるととも
に、施設や教材を充実します。また、勉強会などを開
催し、職員の環境保全意識の醸成を図ります。 

学校教育課 

環境学習の推進 環境に関するセミナーの開催や出前講座の活用など
により、市民や事業者が環境に対して理解を深める機
会を増やします。 

生活環境課 

環境に関する意識啓発の強化 ホームページや広報こなん、ＳＮＳ、市主催のイベ
ントなどを活用して、環境に関する最新の情報や環境
保全につながる行動などの情報提供を行い、環境に関
する意識の醸成を図ります。 

秘書広報課 

13 

環
境
保
全
を
担
う
地
域 

 
 
 
 
 
 

づ
く
り
の
推
進 

地域組織や環境関連団体の取

組推進 

地域組織や環境関連団体の活動がさらに充実する
よう活動の場の提供や周知などの支援を進めます。ま
た、県などと連携して環境保全活動を担う人材の育成
を図ります。 

生活環境課 

事業者の取組推進 環境配慮指針の周知を通して、事業者の環境保
全意識を醸成し、事業活動における積極的なＣＳＲ
活動をサポートします。また、県などと連携して環境保
全活動を担う人材の育成を図ります。 

生活環境課 

14 

人
と
地
域
を
結
ぶ
体
制
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

構
築 

環境関連情報をまとめたサイ

トの整備 

環境に関する情報を気軽に入手・発信するため、環
境に関する情報をまとめたサイトの整備・運用に努めま
す。また、外国人のための外国語による情報発信など
も検討します。 

秘書広報課 
生活環境課 

様々な活動主体間の連携強化 環境に関する取組を効果的に進めるため、国や県、
近隣市町との連携を強化します。また、市民と団体、
団体同士の連携、専門的な知見や人材等を有する
大学や事業者との連携を強化するための体制を構築
し、計画の推進に努めます。 

生活環境課 

 

基本目標５ こなんの未来を育む人・地域づくり 
市民、事業者、市が協力して環境に関わる人や地域づくりを進めるとともに、様々な団体の連携を強化すること

で、様々な人や地域が一体となり本市の環境を育むまちを目指します。 
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２ 施策の実現に向けた市民・事業者の取組 

施策の 

方向性 
市民の具体的な取組 事業者の具体的な取組 

12 

環
境
保
全
を
担
う 

人
づ
く
り
の
推
進 

・県や市が開催する環境に関するセミナーやイベント、
また、地域の自然観察会などの体験活動に積極的
に参加し、環境に対する関心や認識を深めましょう。 

・環境に関する情報に関心を持ち、理解を深め行動
するようにしましょう。また、市などが行う情報収集に
協力しましょう。 

・県や市が開催する環境に関するセミナーやイベント、
また、地域の自然観察会などの体験活動に積極的
に参加・協力し、環境に対する関心や認識を深めま
しょう。 

・環境に関する情報に関心を持ち、理解を深め行動
するようにしましょう。また、市などが行う情報収集に
協力しましょう。 

13 

環
境
保
全
を
担

う
地
域
づ
く
り
の
推
進 

・地域組織や環境関連団体、大学、事業者などの環
境保全活動に積極的に参加・協力しましょう。 

・地域における環境問題・課題は、地域で共有し解
決を図りましょう。 

・学校やイベントなどで学んだ環境に関する知識を、家
族や友人に伝え、共有しましょう。 

・地域組織や環境関連団体、大学などの環境保全
活動に積極的に参加・協力しましょう。 

・環境問題に関する従業員教育を行うとともに、ボラン
ティア休暇の設定などにより環境保全への参加に取
り組みましょう。 

・小中学生の事業所見学などに積極的に協力しまし
ょう。 

14 

人
と
地
域
を

結
ぶ
体
制
の
構
築 

 

基本目標５に関する指標 

指標 基準値 目標値 担当室課 

市内小中学校の環境学習の延べ 
参加人数 

   

環境ボランティアの宣言者人数    
企業や大学との連携事業の実施件数    

 

 

 

 

 

 

（写真等追加予定） 

 

 

 

 

 

（写真等追加予定） 


